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4. 環境影響評価方法書及び準備書からの変更内容の概要 

環境影響評価方法書に対する市長意見(平成 27年 5 月 19 日)，環境影響評価準備書に対する市長意

見(平成 28 年 8 月 9 日)及び仙台市環境影響審査会での審査内容等を踏まえ，環境影響評価方法書及

び準備書から変更した内容の概要を以下に示す。 

 

4.1. 環境影響評価方法書からの変更内容の概要 

4.1.1. 環境影響評価項目の選定の変更 

環境影響評価項目の選定について，以下のとおり変更した。環境影響評価方法書段階における環境

影響評価項目の選定は表 4.1-1，準備書段階における環境影響評価項目の選定は表 4.1-2に示すとお

りである。 

 

(1) 環境影響要素の区分「大気環境-大気質-その他(光化学オキシダント)」 

対象事業計画地内の樹木伐採に伴い自然緑地がアスファルト等で覆われることや交通量の増加

等によって計画地周辺の気温が上昇し，光化学オキシダント濃度が高くなる恐れがあるため，気

温上昇の抑制に対する配慮が必要である。このことから，存在の「樹木伐採後の状態」及び「資

材・製品・人等の運搬・輸送」を配慮項目として選定した。 

 

(2) 環境影響要素の区分「植物-植物相及び注目すべき種，植生及び注目すべき群落」 

対象事業計画地は，植物の重要な生育地である「根白石（朴沢，実沢，福岡）地域の里地・里

山植生」に含まれている。同地域の植物相及び注目すべき種，植生及び注目すべき群落について，

供用後の人の居住・利用による影響に対する配慮が必要であることから，供用後の「人の居住・

利用」を配慮項目として選定した。 

 

(3) 環境影響要素の区分「動物-動物相及び注目すべき種，注目すべき生息地，生態系-地域を特徴づける生態系」 

対象事業計画地は，動物の重要な生息地である「泉ヶ岳から根白石への緑の回廊」に含まれて

いる。供用後の人の居住・利用に関し，野生動物は人の存在や気配に敏感であるため配慮が必要

であること，また，イノシシやツキノワグマ等の野生動物と住民の関係に配慮が必要であること

から，供用後の「人の居住・利用」を配慮項目として選定した。 
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表 4.1-1 環境影響評価項目の選定(方法書段階) 

 

 

環境影響要因の区分 

 

 

環境影響要素の区分 

 

 

工事による影響 存在による影響 供用による影響 

資
材
等
の
運
搬 

重
機
の
稼
動 

切
土
・
盛
土
・
掘
削
等 

建
築
物
等
の
建
築 

工
事
に
伴
う
排
水 

そ
の
他 

改
変
後
の
地
形 

樹
木
伐
採
後
の
状
態 

改
変
後
の
河
川
・
湖
沼 

工
作
物
等
の
出
現 

そ
の
他 

自
動
車
・
鉄
道
等
の
走
行 

施
設
の
稼
動 

人
の
居
住
・
利
用 

有
害
物
質
の
使
用 

農
薬
・
肥
料
の
使
用 

資
材
・
製
品
・
人
等
の
運
搬
・
輸
送 

そ
の
他 

環境の自然的構成
要素の良好な状態
の保持を旨として
調査，予測及び評
価されるべき項目 

大気環境 大気質 二酸化窒素 ○ ○               ○  

二酸化硫黄                   

浮遊粒子状物質 ○ ○               ○  

粉じん   ○                

有害物質                   

その他                   
騒音 騒音 ○ ○               ○  
振動 振動 ○ ○               ○  
低周波音 低周波音                   
悪臭 悪臭                   
その他                    

水環境 水質 水の汚れ                   

水の濁り   ○                

富栄養化                   

溶存酸素                   

有害物質                   

水温                   

その他(pH)   ※ ※               

底質 底質                   

地下水汚染 地下水汚染                   

水象 水源                   

河川流・湖沼       ○ ○ ○          

地下水・湧水       ○ ○  ○         

海域                   

水辺環境       ○ ○ ○          

その他                    

土壌環境 地形・地質 現況地形       ○            

注目すべき地形                   

土地の安定性   ○    ○            

地盤沈下 地盤沈下                   

土壌汚染 土壌汚染   ※                

その他                    

その他の 
環境 

電波障害 電波障害                   

日照阻害 日照阻害                   

風害 風害                   

その他                    

生物の多様性の確
保及び自然的環境
の体系的保全を旨
として調査，予測
及び評価されるべ
き項目 

植物 植物相及び注目すべき種   ○    ○            

植生及び注目すべき群落   ○    ○            

樹木・樹林等   ○     ○           

森林等の環境保全機能                   

動物 動物相及び注目すべき種 ○ ○ ○    ○            

注目すべき生息地 ○ ○ ○    ○            

生態系 地域を特徴づける生態系 ○ ○ ○    ○            

人と自然との豊かな
触れ合いの確保及び
歴史的，文化的所産へ
の配慮を旨として予
測及び評価されるべ
き項目 

景観 自然的景観資源       ※            

文化的景観資源       ※            

眺望       ○            

自然との触れ合いの場 自然との触れ合いの場 ○ ○ ○              ○  

文化財 指定文化財   ※                

環境への負荷の少
ない持続的な発展
が可能な都市の構
築及び地球環境保
全への貢献を旨と
して予測及び評価
されるべき項目 

廃棄物等 廃棄物   ○ ※         ○ ○     

残土   ○                

水利用             ※ ※     

その他                   

温室効果ガス等 二酸化炭素 ○ ○      ○     ○ ○   ○  

その他温室効果ガス ○ ○               ○  

オゾン層破壊物質                   

熱帯材使用    ※               

その他                   

○：選定項目  ※：配慮項目を示す。                   
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表 4.1-2 環境影響評価項目の選定(準備書段階)  
 

 

環境影響要因の区分 

 

 

環境影響要素の区分 

 

 

工事による影響 存在による影響 供用による影響 

資
材
等
の
運
搬 

重
機
の
稼
動 

切
土
・
盛
土
・
掘
削
等 

建
築
物
等
の
建
築 

工
事
に
伴
う
排
水 

そ
の
他 

改
変
後
の
地
形 

樹
木
伐
採
後
の
状
態 

改
変
後
の
河
川
・
湖
沼 

工
作
物
等
の
出
現 

そ
の
他 

自
動
車
・
鉄
道
等
の
走
行 

施
設
の
稼
動 

人
の
居
住
・
利
用 

有
害
物
質
の
使
用 

農
薬
・
肥
料
の
使
用 

資
材
・
製
品
・
人
等
の
運
搬
・
輸
送 

そ
の
他 

環境の自然的構成
要素の良好な状態
の保持を旨として
調査，予測及び評
価されるべき項目 

大気環境 大気質 二酸化窒素 ○ ○               ○  

二酸化硫黄                   

浮遊粒子状物質 ○ ○               ○  

粉じん   ○                

有害物質                   

その他(光化学オキシダント)        ※         ※  
騒音 騒音 ○ ○               ○  
振動 振動 ○ ○               ○  
低周波音 低周波音                   
悪臭 悪臭                   
その他                    

水環境 水質 水の汚れ                   

水の濁り   ○                

富栄養化                   

溶存酸素                   

有害物質                   

水温                   

その他(pH)   ※ ※               

底質 底質                   

地下水汚染 地下水汚染                   

水象 水源                   

河川流・湖沼       ○ ○ ○          

地下水・湧水       ○ ○  ○         

海域                   

水辺環境       ○ ○ ○          

その他                    

土壌環境 地形・地質 現況地形       ○            

注目すべき地形                   

土地の安定性   ○    ○            

地盤沈下 地盤沈下                   

土壌汚染 土壌汚染   ※                

その他                    

その他の 
環境 

電波障害 電波障害                   

日照阻害 日照阻害                   

風害 風害                   

その他                    

生物の多様性の確
保及び自然的環境
の体系的保全を旨
として調査，予測
及び評価されるべ
き項目 

植物 植物相及び注目すべき種   ○    ○       ※     

植生及び注目すべき群落   ○    ○       ※     

樹木・樹林等   ○     ○           

森林等の環境保全機能                   

動物 動物相及び注目すべき種 ○ ○ ○    ○       ※     

注目すべき生息地 ○ ○ ○    ○       ※     

生態系 地域を特徴づける生態系 ○ ○ ○    ○       ※     

人と自然との豊かな
触れ合いの確保及び
歴史的，文化的所産へ
の配慮を旨として予
測及び評価されるべ
き項目 

景観 自然的景観資源       ※            

文化的景観資源       ※            

眺望       ○            

自然との触れ合いの場 自然との触れ合いの場 ○ ○ ○              ○  

文化財 指定文化財   ※                

環境への負荷の少
ない持続的な発展
が可能な都市の構
築及び地球環境保
全への貢献を旨と
して予測及び評価
されるべき項目 

廃棄物等 廃棄物   ○ ※         ○ ○     

残土   ○                

水利用             ※ ※     

その他                   

温室効果ガス等 二酸化炭素 ○ ○      ○     ○ ○   ○  

その他温室効果ガス ○ ○               ○  

オゾン層破壊物質                   

熱帯材使用    ※               

その他                   

○：選定項目  ※：配慮項目を示す。 

    ：変更箇所 
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4.1.2. その他の変更 

(1) 大気質，騒音及び振動における調査及び予測地点の追加 

大気質，騒音及び振動の調査地点は表 4.1-3，図 4.1-1及び図 4.1-2に示すように，方法書段階で

は地点番号 A 及び地点番号 1～5 の計 6 地点であった。しかし，工事用車両の走行ルートを選定する

にあたり「8.2.騒音 8.2.1 現況調査」の結果に基づき，現況で環境基準等を超えるルートの工事用車

両の通行を可能な限り少なくする計画に変更したため，準備書段階では地点番号 6として市道荒巻根

白石線（泉区実沢飛鳥原地内）を追加した。追加した地点番号 6での調査方法は，大気質，騒音及び

振動とも地点 1～5と同様とした。 

また，大気質，騒音及び振動の予測地点は表 4.1-4，図 4.1-1及び図 4.1-2に示すように，上記の

地点番号 6 を予測地点として追加した。追加した地点番号 6 での予測内容及び予測方法は，大気質，

騒音及び振動とも地点 1～5 と同様とした。なお，方法書段階で地点番号 6 としていた対象事業計画

地内の 1地点は，準備書段階では地点番号 7に変更した。 

 

表 4.1-3 方法書段階及び準備書段階における大気質・騒音・振動の調査地点 

方法書段階 準備書段階 

地点 

番号 
調査地域 調査地点 

地点 

番号 
調査地域 調査地点 

Ａ 対象事業計画地内 泉区根白石姥懐前 地内 Ａ 対象事業計画地内 泉区根白石姥懐前 地内 

1 国道 457 号 泉区根白石下町 地内 1 国道 457 号 泉区根白石下町 地内 

2 市道 桐ヶ崎年川線 泉区根白石行木沢 地内 2 市道 桐ヶ崎年川線 泉区根白石行木沢 地内 

3 市道 荒巻根白石線 泉区寺岡 3丁目地内 3 市道 荒巻根白石線 泉区寺岡 3丁目 地内 

4 市道 宮沢根白石線  泉区紫山 2丁目地内 4 市道 宮沢根白石線  泉区紫山 2丁目 地内 

5 市道 七北田実沢線 泉区寺岡 1丁目地内 5 市道 七北田実沢線 泉区寺岡 1丁目 地内 

 6 市道 荒巻根白石線 泉区実沢飛鳥原 地内 

    ：準備書において追加変更した箇所。 

表 4.1-4 方法書段階及び準備書段階における大気質・騒音・振動の予測地点 

方法書段階 準備書段階 

地点 

番号 
予測地域 予測地点 

地点 

番号 
予測地域 予測地点 

1 国道 457 号 泉区根白石下町 地内 1 国道 457 号 泉区根白石下町 地内 

2 市道 桐ヶ崎年川線 泉区根白石行木沢 地内 2 市道 桐ヶ崎年川線 泉区根白石行木沢 地内 

3 市道 荒巻根白石線 泉区寺岡 3丁目 地内 3 市道 荒巻根白石線 泉区寺岡 3丁目 地内 

4 市道 宮沢根白石線  泉区紫山 2丁目 地内 4 市道 宮沢根白石線  泉区紫山 2丁目 地内 

5 市道 七北田実沢線 泉区寺岡 1丁目 地内 5 市道 七北田実沢線 泉区寺岡 1丁目 地内 

6 対象事業計画地内の 1地点 6 市道 荒巻根白石線 泉区実沢飛鳥原 地内 

 7 対象事業計画地内の 1地点 

    ：準備書において追加変更した箇所。 
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図 4.1-1         

方法書段階における   

大気質・騒音・振動の  

調査及び予測地点  

大気質・騒音・振動 
（資材等の運搬）        予測地点（図中番号：1～5） 
（資材・製品・人等の運搬・輸送）予測地点（図中番号：1～6） 
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図 4.1-2         

準備書段階における   

大気質・騒音・振動の  

調査及び予測地点 

大気質・騒音・振動 
（資材等の運搬）        予測地点（図中番号：1～6） 
（資材・製品・人等の運搬・輸送）予測地点（図中番号：1～7） 

準備書において 
追加した調査・予測地点 
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(2) 騒音における予測地点の追加 

騒音における予測評価について，「供用後の自動車走行に伴う騒音は，計画地周辺の沿道のみなら

ず，計画地の最寄り駅である地下鉄泉中央駅付近にも影響を及ぼす可能性があることから，既往のデ

ータの活用等により当該場所への影響を予測・評価すること。」との方法書に対する市長意見を踏ま

え，泉中央駅周辺の主要な道路（表 4.1-5及び図 4.1-3）において，道路交通騒音の予測・評価を実

施するものとした。 

表 4.1-5 予測地点（騒音：供用による影響(資材・製品・人等の運搬・輸送(地下鉄泉中央駅周辺への影響))） 

地点番号 予測地域 予測地点 

8 主要地方道泉塩釜線 泉区泉中央 1丁目 地内 

9 市道七北田実沢線 泉区泉中央 1丁目 地内 

10 市道七北田実沢線 泉区泉中央 2丁目 地内 
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図 4.1-3         

地下鉄泉中央駅周辺への  

影響に係る騒音予測地点  

【地下鉄泉中央駅周辺】 

市道 七北田実沢線 

準備書において 
追加した調査・予測地点 主要地方道 泉塩釜線 
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(3) 水質（水の濁り）における評価方法の変更 

水質（水の濁り）における基準や目標との整合性に係る評価方法について，「水質汚濁に係る環境

基準」（昭和 46年 12 月 28 日 環境庁告示第 59 号）に基づく公共用水域の水質汚濁に係る環境基準を

評価の基準値としていたが，濁水が流出するおそれのある雨天時における水質（水の濁り）の SS 濃

度を予測するものとしていることから，環境基準を評価の基準値から削除した。 

 

(4) 植物（植生及び注目すべき群落）における調査地点の追加 

植物（植生及び注目すべき群落）における現地調査について，「水生植生群落の調査地点として計

画地内のため池等を一箇所以上設定すること。」との方法書に対する市長意見を踏まえ，対象事業計

画地内に存在する主要なため池（図 8.7-8 参照(群落組成調査地点 7，15，40 の地点)）において，水

生植物を対象とした群落組成調査を実施するものとした。 

 

(5) 植物（樹木・樹林等）における予測方法の変更 

植物（樹木・樹林等）の予測方法に記載の「水源かん養機能及び山地災害防止機能別改変面積の変

化量」の予測は，環境影響評価項目として選定していない「森林等の環境保全機能」の予測内容であ

ったため，これを削除・修正した。なお，土砂災害防止に関する予測・評価は，「8.6 地形・地質 8.6.2 

予測 (1) 工事による影響(切土・盛土・掘削等)及び存在による影響(改変後の地形) オ 予測結果 

② 土地の安定性」で記載する方針とした。 

 

表 4.1-6(1) 方法書段階における植物の予測方法 

 予測内容 予測地域及び予測地点 予測対象時期 予測方法 

存
在
に
よ
る
影
響 

4.樹木の伐採による樹
木・樹林等への影響 

 

予測地域は，調査地域
と同様とする。 

予測時期は，工事が完
了した時期とする。 

 

予測方法は，造成工事
計画（土地利用計画）と
の重ね合わせ及び類似
事例の引用・解析等によ
り，樹林・樹木等への直
接的影響の有無，緑の量
（緑被率），水源かん養
機能及び山地災害防止
機能別改変面積の変化
量を予測する。 

：準備書において削除した箇所。 

 

表 4.1-6(2) 準備書段階における植物の予測方法 

 予測内容 予測地域及び予測地点 予測対象時期 予測方法 

存
在
に
よ
る
影
響 

4.樹木の伐採による樹
木・樹林等への影響 

 

予測地域は，調査地域
と同様とする。 

予測時期は，工事が完
了した時期とする。 

 

予測方法は，造成工事
計画（土地利用計画）と
の重ね合わせ及び類似
事例の引用・解析等によ
り，樹林・樹木等への直
接的影響の有無，緑の量
（緑被率）を予測する。 

 

 

(6) 動物（両生類）における調査の追加 

動物（両生類）における現地調査について，「カエル類の生息を確認するため，夏季の夜間調査を

実施すること」との方法書に対する市長意見を踏まえ，夏季の夜間において調査を 1回実施するもの

とした。 



 4-10 

 

(7) 景観における調査及び予測地点の変更・追加 

景観の調査・予測地点に関し，「対象事業計画地東側の既存住宅地(寺岡地区)からの眺望が変わる

ことが予想され，また，周辺住民の眺望変化に対する関心が大きいと考えられる」との仙台市環境影

響評価審査会での指摘を踏まえ，方法書段階での調査・予測地点「寺岡地区」に加え，「寺岡地区_住

宅地内」を追加した（表 4.1-7，図 4.1-4及び図 4.1-5 参照）。また，当該地点の追加に伴い，対象

事業計画地から各調査・予測地点までの距離を踏まえて地点番号を見直すとともに，変更後の地点番

号７，11，13，14 については地点名を変更した（位置の変更はなし）。 

 

表 4.1-7 方法書段階及び準備書段階における景観の調査地点及び予測地点 

方法書段階 準備書段階 

地点 
番号 

調査及び予測地点 
地点 
番号 

調査及び予測地点 

1 愛宕地区 1 愛宕地区 

2 寺岡地区 2 紫山公園 

3 根白石地区 3 寺岡地区 

4 清水田屋敷地区 4 寺岡地区_住宅地内 

5 西田中地区 5 根白石地区 

6 露払地区 6 清水田屋敷地区 

7 計画地北側の道路 7 市道川向堂所線 

8 屏風岳 8 西田中地区 

9 泉塩釜線【鼻毛橋】 9 露払地区 

10 泉塩釜線【泉 PA 付近】 10 屏風岳 

11 国道 457 号【新塩沢橋】 11 主要地方道泉塩釜線【鼻毛橋】 

12 紫山公園 12 国道 457 号【田中地区】 

13 国道 457 号【田中地区】 13 市道荒巻根白石線【実沢大橋】 

14 荒巻根白石線【実沢大橋】 14 主要地方道泉塩釜線【泉 PA 付近】 

 15 国道 457 号【新塩沢橋】 

  ：準備書において追加変更した箇所。 
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図 4.1-4         

方法書段階における   

景観の調査及び予測地点 
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図 4.1-5         

準備書段階における   

景観の調査及び予測地点 
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(8) 温室効果ガスにおける調査の追加 

樹木の伐採に伴う二酸化炭素吸収量の変化を予測するため，表 4.1-8に示すとおり対象事業計画地

内の樹木の生育状況の把握を実施するものとした。 

表 4.1-8 調査方法（温室効果ガス：現地調査） 

調査内容 調査方法 調査地域等 調査期間等 

1.樹木の生育状況 
 

現地調査 
調査方法は，確認植生

別に10m四方のコドラー
トを設置して，その中に
含まれる樹高2m以上の
樹木の樹高，胸高直径を
把握する。 

現地調査 
調査地域は，「8.7 植物 

8.7.1 現況調査」におけ
る植生区分に基づき，樹
木の植生区分につき1地
点実施する。 
 

現地調査 
調査時期 

・1回（夏季） 

 

(9) 温室効果ガスにおける予測時期の変更 

樹木の伐採に伴う二酸化炭素吸収量の変化の予測時期は，存在による影響であることから，方法書

時点では「供用後，全区画完売した場合を想定し，その後の 1年間とする」としていたところ，準備

書においては「造成工事が完了した時点」と変更した。 
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4.2. 環境影響評価準備書からの変更内容の概要 

(1) 振動における環境の保全及び創造のための措置の変更 

振動における環境の保全及び創造のための措置（供用による影響（資材・製品・人等の運搬・輸送））

のうち，準備書において「電気自動車（EV）の利用の促進」を記載していたが，以下に示す理由によ

り，道路騒音と同じく電気自動車の採用が環境保全措置とは考えにくいものとして削除した。 

・道路振動の影響は路面の凹凸状況，地盤の状況，舗装の種類等に起因するものと考えられ，予測・

評価を実施した 50km/h または 60km/h の速度では，EV によるエンジンの振動の低減効果が道路交

通振動の低減につながるとは考えにくいこと。 

 

(2) 水象（地下水・湧水）における調査の追加 

水象（地下水・湧水）における現地調査について，「普段の利用状況に限らず，災害時の利用の可

能性も考慮しながらヒアリングを実施するとともに，ヒアリング結果並びにその結果に応じた対策の

内容を環境影響評価書に記載すること。」との準備書に対する市長意見を踏まえ，対象事業計画地内

及び対象事業計画地の山裾に分布する井戸及び湧水において，利用状況調査を実施するものとした。 
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(3) 植物における事後調査（環境保全措置の実施状況(代償措置)）の変更 

植物における事後調査（環境保全措置の実施状況(代償措置)）について，「代償措置として移植を

計画している注目すべき植物種については，種によって移植に適した時期や場所が異なることから，

詳細な移植計画を立案の上，着実に実施すること。」との準備書に対する市長意見を踏まえ，移植対

象種の生育箇所（移植元）の生育状況の確認及び移植先適地の確認を行った上で，移植計画を立案し，

その内容を評価書に示した（8.7 植物 8.7.3 環境の保全及び創造のための措置 (1) 工事による影

響(切土・盛土・掘削等)及び存在による影響(改変後の地形，樹木伐採後の状態) ア 環境保全措置

の検討 ③ 移植計画 参照）。そのため，事後調査計画においては，移植対象種の生育箇所（移植元）

の生育状況の確認及び移植先適地の確認並びに移植方法選定に関する事後調査を削除した（表 

4.2-1(1)～(2)参照）。 

 

表 4.2-1(1) 準備書段階における植物の事後調査計画 

 調査項目 調査方法 調査地域等 調査期間等 

工
事
に
よ
る
影
響 

環境保全措置の 
実施状況 

・回避・低減措置 
・代償措置 

・代償措置 
調査方法は以下のと
おりとする。 
①：移植対象種の生
育箇所（移植元）の
生育状況を目視観察
等により確認する。 
②：移植対象種の移
植先適地を踏査等に
より確認し，移植方
法を選定する。 
③：移植の実施状況
は写真撮影，野帳等
により記録する。 
④：移植後は目視観
察により移植対象種
の生育状況を確認す
る。 

調査地点は以下のとお
りとする。 

①：移植対象種の移植
元とする。 

②～④：移植対象種の
移植先とする。 

調査期間は以下のとおりとする。 
①，②：工事着手前（平成 28
年 4 月～6 月及び平成 28 年 8
月～10 月）とする。 
③：工事着手前～工事着手直
後（大規模な地形の改変が行
われる前）（平成28年10月～
11月上旬及び平成29年4月～
5 月頃）とする。 
④：各々の移植対象種の移植 1
年後，2年後，3年後とする※。 

調査時期は以下のとおりとす
る。 

①，②，④：各々の移植対象
種の確認適期とする。 

③：各々の移植対象種の移植
適期とする。 

：評価書において削除した箇所。 

 

表 4.2-1(2) 評価書段階における植物の事後調査計画 

 調査項目 調査方法 調査地域等 調査期間等 

工
事
に
よ
る
影
響 

環境保全措置の 
実施状況 

・回避・低減措置 
・代償措置 

・代償措置 
調査方法は以下のと
おりとする。 
①：移植計画に基づ
き移植を実施する。
移植の実施状況は写
真撮影，野帳等によ
り記録する。 
②：移植後は目視観
察により移植対象種
の生育状況を確認す
る。 

調査地点は以下のとお
りとする。 

①，②：移植対象種の
移植先とする。 

調査期間は以下のとおりとする。 
①：工事着手前～工事着手直
後（大規模な地形の改変が行
われる前）（平成28年10月～
11月上旬及び平成29年4月～
5 月頃）とする。 
②：各々の移植対象種の移植 1
年後，2年後，3年後とする※。 

調査時期は以下のとおりとす
る。 

①：各々の移植対象種の移植
適期とする。 

②：各々の移植対象種の確認
適期とする。 
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(4) 動物における事後調査（環境保全措置の実施状況(代償措置)）の変更 

動物における事後調査（環境保全措置の実施状況(代償措置)）について，前述の植物と同様に，移

殖対象種の生息箇所（移殖元）の生息状況の確認及び移殖先適地の確認を行った上で，移殖計画を立

案し，その内容を評価書に示した（8.8 動物 8.8.3 環境の保全及び創造のための措置 (1) 工事に

よる影響(資材等の運搬，重機の稼動，切土・盛土・掘削等)及び存在による影響(改変後の地形) ア 

環境保全措置の検討 ③ 移殖計画 参照）。そのため，事後調査計画においては，移殖対象種の生息

箇所（移殖元）の生息状況の確認及び移殖先適地の確認並びに移殖方法選定に関する事後調査を削除

した（表 4.2-2(1)～(2)参照）。 

 

表 4.2-2(1) 準備書段階における動物の事後調査計画 

 調査項目 調査方法 調査地域等 調査期間等 

工
事
に
よ
る
影
響 

環境保全措置の 
実施状況 

・回避・低減措置 

・代償措置 
 

・代償措置 
調査方法は以下のと
おりとする。 
①：移殖対象種の生
息箇所（移殖元）の
生息状況・個体数を，
目視や採集等により
確認する。 
②：移殖対象種の移
殖先適地を踏査等に
より確認し，移殖方
法を選定する。 
③：移殖の実施状況
は写真撮影，野帳等
により記録する。 
④：移殖後は目視や
採集等により移殖対
象種の生息状況を確
認する。 

調査地点は以下の
とおりとする。 

①：移殖対象種の移
殖元とする。 

②～④：移殖対象種
の移殖先とする。 
 

調査期間は以下のとおりとす
る。 
①，②：工事着手前（平成 28 年
4 月～5 月及び平成 28 年 7 月～
10 月）とする。 
③：工事着手直後（大規模な地
形の改変が行われる前）（平成
29年 4月～5月及び平成 29 年 7
月～10 月）とする。 
④：トウホクサンショウウオ及
びクロサンショウウオを除く
移殖対象種は，移殖1年後，2年
後，3年後とする。 
トウホクサンショウウオ及び
クロサンショウウオは，移殖1
年後，3年後，5年後とする。 

調査時期は以下のとおりとす
る。 

①，②，④：各々の移殖対象種
の確認適期とする。 
③：各々の移殖対象種の移殖適
期とする。 

：評価書において削除した箇所。 

 

表 4.2-2(2) 評価書段階における動物の事後調査計画 

 調査項目 調査方法 調査地域等 調査期間等 

工
事
に
よ
る
影
響 

環境保全措置の 
実施状況 

・回避・低減措置 

・代償措置 
 

・代償措置 
調査方法は以下のと
おりとする。 
①：移殖計画に基づ
き移殖を実施する。
移殖の実施状況は写
真撮影，野帳等によ
り記録する。 
②：移殖後は目視や
採集等により移殖対
象種の生息状況を確
認する。 

調査地点は以下の
とおりとする。 

①，②：移殖対象種
の移殖先とする。 
 

調査期間は以下のとおりとす
る。 
①：工事着手直後（大規模な地
形の改変が行われる前）（平成
29年 4月～5月及び平成 29 年 7
月～10 月）とする。 

②：トウホクサンショウウオ及
びクロサンショウウオを除く
移殖対象種は，移殖1年後，2年
後，3年後とする。 
トウホクサンショウウオ及び
クロサンショウウオは，移殖1
年後，3年後，5年後とする。 

調査時期は以下のとおりとす
る。 

①：各々の移殖対象種の移殖適
期とする。 

②：各々の移殖対象種の確認適
期とする。 
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